
越
中
高
岡
の
藺
方
医
長
崎
浩
斎
は
、
文
政
三
年
師
の
大
槻
玄
沢
か
ら
贈
ら
れ
た
『
蘭
東
事
始
』
の
題
名
に
疑
問
を
抱
き
、
原
名
は
『
藺
学
事

始
』
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
浩
斎
の
業
績
な
ど
は
、
ま
だ
あ
ま
り
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
彼
の
著
書
『
浩

斎
医
話
』
に
つ
い
て
少
し
考
究
し
て
み
た
い
と
思
う
。

表
か
、
一
十
刀
坐

し
て
い
る
。

家
蔵
千
文
蒙
求
書
目
一

半
千
文医
話
三

医
学
物
語
二

（
一
）

彼
の
著
書
は
、
東
條
耕
輯
の
『
近
代
著
述
目
録
後
篇
』
巻
三
に
は

加
越
能
三
州
に
藺
方
外
科
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
長
崎
浩
斎
は
、
大
槻
玄
沢
、
杉
田
立
卿
及
び
小
石
元
瑞
ら
に
師
事
し
て
蘭
方
を
お
さ
め
た

、
一
方
大
窪
詩
仏
、
市
河
米
庵
ら
に
学
ん
で
経
史
に
も
造
詣
が
深
く
、
そ
の
蔵
書
五
千
巻
と
称
せ
ら
れ
、
常
に
好
ん
で
諸
医
書
な
ど
を
考
証

一

長
崎
浩
斎
著
『
浩
斎
医
話
」

に

つ

い

て

繩
碑
纒
裡
圭
一
》
罐
畷
歴
一
計
廻
髭
韓
起
鵠
昭
和
六
十
三
年
二
月
三
日
受
付

津
田
進
三
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『
浩
斎
医
話
』
（
高
岡
市
長
崎
圭
爾
氏
蔵
、
自
筆
稿
本
）
は
版
心
下
部
に
「
養
浩
斎
」
と
印
刷
さ
れ
た
半
葉
に
各
十
行
ず
つ
の
罫
紙
五
十
一
枚

を
綴
っ
た
も
の
で
、
「
文
政
十
丁
亥
正
月
起
草
」
と
あ
り
、
は
じ
め
『
賛
語
』
と
題
さ
れ
た
が
、
「
賛
語
之
号
在
三
浦
安
貞
之
梅
園
三
語
之

一
故
須
冠
浩
斎
之
二
字
」
と
し
て
『
浩
斎
贄
語
』
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

更
に
「
天
保
七
丙
申
二
月
二
日
装
釘
改
名
行
医
余
言
蓋
本
干
香
川
氏
行
余
医
言
之
名
也
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
脱
稿
の
際
に
書
名
は
、

『
行
医
余
言
』
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
存
の
稿
本
で
は
、
そ
の
内
題
を
朱
字
で
『
浩
斎
医
話
』
と
重
ね
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

『
浩
斎
医
話
』
（
以
下
『
医
話
』
と
略
す
）
の
本
文
は
随
時
書
き
溜
め
ら
れ
た
も
の
を
、
そ
の
見
出
し
標
題
を
も
っ
て
、
い
ろ
は
順
に
分
類
合
綴

し
た
も
の
で
、
朱
筆
や
墨
書
の
頭
注
や
追
記
も
多
く
、
ま
だ
未
定
稿
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
自
分
の
身
辺
雑
事
や
経
験
、
感
想

な
ど
の
ほ
か
、
父
や
友
人
な
ど
か
ら
の
伝
聞
も
多
く
記
し
て
い
る
の
で
、
浩
斎
の
伝
記
を
補
う
点
も
多
く
、
彼
の
具
体
的
な
人
間
像
を
よ
く
知

ら
し
め
る
よ
う
で
あ
る
。

も
性
目
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
医
話
』
（
浩
斎
医
話
）
は
医
事
に
関
す
る
随
想
録
で
あ
っ
て
、
彼
の
医
学
思
想
な
ど
を
知
る
上
で
、
最

（
一
一
、
一
二
）

長
崎
浩
斎
の
伝
記
に
は
そ
の
長
子
の
正
国
の
書
い
た
『
浩
斎
先
生
小
伝
』
が
あ
る
。

百
医
蒙
求

和
蘭
医
学
解
瑚

和
魂
漢
才

銭
舎
随
筆

医
経
千
字
文
校
刊

二

一二二一一
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安
永
ヨ
リ
文
化
二
至
ル
頃
高
岡
町
二
長
崎
芳
洲
翁
ア
リ
外
科
医
術
ヲ
以
テ
大
二
行
ハ
ル
本
萩
原
氏
ナ
リ
シ
ガ
曽
テ
肥
前
長
崎
二
於

テ
蘭
医
某
二
就
キ
其
業
ヲ
受
ク
ル
ヲ
以
テ
誰
言
フ
ト
ナ
ク
長
崎
医
者
ト
持
テ
ハ
ャ
サ
レ
寛
二
長
崎
ヲ
以
テ
自
称
ス
ル
ニ
至
ル
人
ト
ナ

リ
諮
達
一
一
シ
テ
客
ヲ
愛
シ
子
女
ヲ
教
育
ス
ル
ニ
常
規
ヲ
以
テ
セ
ス
子
名
〈
健
字
〈
玄
貞
養
浩
斎
又
清
風
明
月
楼
主
人
鵡
郊
居
士

ナ
ド
ノ
号
ア
リ
字
ヲ
以
テ
行
ハ
ル
家
学
ヲ
伝
ヘ
テ
益
と
其
業
ヲ
盛
ニ
ス
学
識
渕
博
詞
藻
豊
富
詩
賦
ヲ
大
窪
詩
仏
二
言
法
ヲ
市

河
米
庵
二
学
ビ
交
遊
之
盛
一
時
ヲ
圧
倒
ス
千
字
文
蒙
求
ノ
ー
書
ヲ
愛
読
シ
各
数
十
百
種
ヲ
聚
メ
書
庫
ヲ
号
シ
テ
千
文
山
蒙
求
寺

ト
称
ス
ル
ニ
至
ル
奇
癖
思
フ
ヘ
キ
ナ
リ
鳴
呼
博
洽
ノ
資
ヲ
以
テ
芳
洲
ノ
業
ヲ
継
ク
ー
時
ヲ
風
動
ス
ル
亦
宜
ナ
ラ
ス
ャ
…
（
後
略
）
」

（
四
）

こ
の
う
ち
長
崎
へ
改
姓
の
年
代
は
誤
り
で
、
浩
斎
が
そ
の
著
『
蘭
学
解
噸
』
の
自
序
に
「
予
家
高
祖
亦
江
戸
人
夙
負
笈
子
長
崎
学
和
蘭
外

先
生
諄
健
字
中
正
橘
姓
長
崎
氏
通
称
雇
禎
浩
斎
其
号
也
越
中
高
岡
人
父
寿
字
莱
福
富
山
下
太
夫
吉
川
敬
明
次
子

吉
川
氏
以
二
楠
氏
商
一
事
二
本
藩
一
故
以
レ
橘
為
し
姓
先
生
為
し
人
廉
潔
慈
祥
篤
信
二
衰
氏
立
命
学
一
故
周
二
人
急
一
救
二
人
難
一
而
不
レ

衿
二
己
能
一
称
二
揚
人
善
一
家
世
業
レ
医
至
二
先
生
一
益
行
四
方
唐
至
戸
外
履
常
満
不
二
独
本
州
一
加
能
及
飛
弾
越
後
之
人
裏
糧
信

宿
而
乞
シ
治
者
亦
甚
多
焉
先
生
読
書
之
外
無
二
他
嗜
好
一
錐
三
業
種
二
繁
劇
一
未
三
曽
一
日
廃
二
読
書
一
蔵
書
五
千
巻
雌
黄
殆
遍
年
十

九
遊
二
江
戸
｜
入
二
磐
水
大
槻
先
生
之
門
一
伝
二
西
洋
医
法
一
蓋
加
越
之
内
唱
二
藺
学
一
者
以
二
先
生
一
為
二
嗜
矢
一
著
有
二
蘭
学
解
噸
、

浩
斎
医
話
数
篇
一
又
好
二
周
興
嗣
千
字
文
一
輯
二
其
異
文
一
和
漢
凡
三
十
余
種
名
日
二
千
字
文
集
｝
将
二
刻
以
問
ワ
世
未
果
而
残
先

生
以
二
寛
政
十
一
年
己
未
九
月
七
日
一
生
以
二
元
治
元
年
甲
子
九
月
十
四
日
一
卒
寿
六
十
有
六
有
二
三
男
三
女
一
長
男
正
国
承
し
家
二

男
皆
天
長
女
適
二
有
磯
祠
官
上
田
悌
信
一
仲
女
適
二
富
山
下
太
夫
林
英
尚
一
季
女
適
二
富
山
大
属
吉
川
敬
晁
一
皆
有
二
子
五
人
一
皆
男

其
長
者
巳
入
レ
学
人
以
為
二
先
生
余
慶
一
云
不
肖
男
橘
正
国
謹
誌
」

一
方
ま
た
浩
斎
の
妹
と
ら
の
子
の
阿
波
加
脩
造
が
記
し
た
『
春
塘
随
筆
』
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

「
浩
斎
先
生
小
伝
長
崎
言
定

「
春
塘
随
筆
阿
波
加
脩
造
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長
崎
蓬
洲
は
藺
方
外
科
を
以
て
近
隣
に
聞
こ
え
、
『
天
狗
爪
石
雑
考
』
『
蓬
洲
随
筆
』
『
辛
亥
日
記
』
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
画
家
堀

川
敬
周
に
『
解
体
略
図
』
を
描
か
し
め
た
と
い
う
。

蓬
洲
に
は
二
男
一
女
が
あ
り
、
長
男
は
富
山
藩
の
吉
川
氏
を
継
ぎ
、
次
男
が
浩
斎
で
、
そ
の
妹
と
ら
は
佐
渡
家
に
嫁
し
て
佐
渡
三
良
、
坪
井

信
良
、
阿
波
加
脩
造
ら
七
男
五
女
を
あ
げ
て
い
る
。

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
九
月
七
日
高
岡
に
生
ま
れ
た
浩
斎
は
、
は
じ
め
父
か
ら
医
書
経
史
を
学
ん
で
い
る
。
浩
斎
は
非
常
に
父
を
尊
敬

し
て
お
り
、
そ
の
没
後
も
天
保
二
年
に
『
蓬
洲
翁
行
状
』
を
、
さ
ら
に
天
保
十
二
年
に
は
『
尚
素
蓬
洲
翁
』
を
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
て
父
を
偲
ん

長
崎
家
は
初
代
玄
澄
（
享
保
十
八
年
六
月
九
日
没
）
の
あ
と
、
二
代
玄
貞
（
安
永
六
年
二
月
二
十
九
日
没
）
、
三
代
玄
貞
（
玄
周
）
（
安
永
八

年
十
一
月
二
十
六
日
没
）
を
経
て
、
四
代
玄
庭
（
蓬
洲
又
は
芳
洲
）
（
文
政
十
二
年
十
二
月
九
日
没
）
が
浩
斎
の
父
で
あ
る
。

科
遂
来
越
辛

ま
り
で
あ
る
。

ま
た
天
保
九
年
に
浩
斎
の
記
し
た
『
饒
甥
楪
記
』
（
高
岡
市
佐
渡
養
順
氏
蔵
）
に
は
、
「
予
在
江
戸
也
先
考
寄
書
使
予
毎
日
灸
三
状
千
足

三
里
以
預
防
脚
気
腫
」
と
あ
り
、
父
の
愛
情
に
感
謝
し
て
い
る
。

蓬
洲
に
つ
い
て
『
医
話
』
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
二
つ
の
記
載
が
あ
る
。

「
自
病
丙
戌
ノ
冬
（
筆
者
注
、
文
政
九
年
）
（
以
下
同
じ
）
家
父
超
願
寺
ニ
テ
津
島
竹
山
及
内
藤
金
圃
ト
相
会
シ
談
次
自
病
ノ
事
二
及
ブ

家
父
云
我
今
迄
自
病
自
治
以
後
ト
テ
モ
心
気
ノ
乱
レ
ヌ
病
ナ
レ
ゞ
ハ
タ
ト
ヒ
危
篤
二
至
ル
ト
モ
必
公
等
ヲ
煩
サ
ズ
自
ヒ
ヲ
以
テ
療
ズ
ベ
シ

タ
ト
ヒ
死
ス
ト
モ
何
ゾ
他
医
ノ
薬
ヲ
ノ
マ
ン
ト
但
夢
中
ニ
ナ
リ
テ
人
事
ヲ
省
ミ
ザ
ル
症
ナ
レ
、
〈
家
人
ノ
取
計
二
任
ス
、
ヘ
シ
ト
丁
亥
（
文

で
い
る
。

三
遂
来
越
中
住
高
岡

残
干
享
保
十
八
癸
丑
之
夏
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
初
代
萩
原
孫
兵
衛
が
改
名
し
て
長
崎
玄
澄
と
称
し
た
の
が
は
じ
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高
峰
家
は
医
家
初
代
の
岩
城
慶
安
が
京
で
半
井
鑪
庵
に
医
を
学
び
、
江
戸
に
て
越
前
福
井
の
松
平
氏
に
仕
え
て
侍
医
と
な
り
、
元
和
九
年
越

後
高
田
へ
の
国
替
え
の
た
め
移
住
し
た
が
、
二
代
仙
庵
の
あ
と
、
元
禄
十
二
年
藩
主
が
作
州
津
山
へ
国
替
え
の
と
き
、
三
代
元
陸
が
幼
少
の
た

め
高
田
に
留
ま
り
高
峰
姓
に
復
し
た
。
四
代
幸
庵
、
五
代
幸
伯
の
あ
と
が
こ
の
幸
庵
で
あ
っ
て
、
高
峰
幸
庵
は
文
化
十
年
高
岡
に
移
住
し
、
忽

ち
一
日
千
服
の
薬
を
出
す
と
の
評
判
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
文
化
十
一
年
に
浩
斎
は
師
の
幸
庵
の
す
す
め
で
京
の
賀
川
玄
岱
に
産
科
を
学
ん
で
い
る
。
現
在
長
崎
家
に
「
平
安
済
生
館
主
人
書
以
与
長

崎
康
斎
生
、
文
化
十
一
年
甲
戌
五
月
」
と
い
う
免
状
一
軸
が
あ
る
。

浩
斎
は
産
科
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
『
医
話
」
に
も
興
味
あ
る
記
載
が
多
い
の
で
、
そ
の
二
、
三
を
引
用
し
て
ゑ
た
い
と
思
う
。

「
産
〈
人
生
ノ
大
本
病
一
一
ア
ラ
ズ
ト
錐
モ
難
二
至
テ
ハ
救
ハ
ズ
ン
、
ハ
ァ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
故
一
一
医
各
科
ア
リ
ト
錐
モ
筍
モ
医
ト
称
ス
レ
、
ハ
学

ブ
事
最
要
タ
リ
先
師
高
峰
幸
庵
先
生
夙
二
京
二
遊
デ
賀
川
玄
迪
子
ノ
門
二
入
学
ブ
事
多
年
其
術
二
達
セ
リ
ト
錐
モ
眼
科
ヲ
専
門
ト
ス
ル

と
い
い
、

あ
っ
た
。

政
十
年
）
ノ
ー
月
廿
三
日
夕
健
タ
マ
タ
マ
医
事
古
言
ヲ
両
読
ス
ル
ニ
第
十
三
頁
ヲ
二
吉
益
翁
ノ
論
ア
リ
家
父
ノ
見
ト
暗
合
ス
」

「
長
病
健
問
テ
曰
長
病
二
長
服
ス
ル
ハ
ム
ダ
事
ニ
ア
ラ
ズ
ャ
薬
セ
ズ
ト
モ
時
節
到
来
セ
、
〈
自
ラ
治
ス
ベ
シ
家
翁
答
テ
云
然
ラ
ズ
苗
ヲ

挿
テ
打
捨
ヲ
ク
ト
キ
ハ
長
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
然
し
ト
モ
ソ
レ
ニ
慢
二
肥
糞
ス
レ
ゞ
ハ
ト
テ
七
月
二
至
テ
刈
取
ル
事
ヲ
デ
キ
ズ
只
時
節
ト
肥
糞
ト

相
対
シ
晴
雨
宜
キ
ヲ
得
テ
豊
穣
ス
病
モ
亦
然
リ
捨
置
テ
ハ
愈
長
ク
又
急
ギ
テ
日
二
五
服
六
服
シ
、
飲
一
、
シ
メ
テ
モ
急
二
愈
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル

症
モ
ァ
ル
」

（
五
）
ノ
プ
モ
リ

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
浩
斎
は
こ
の
年
高
岡
に
移
り
住
ん
だ
高
峰
幸
庵
に
つ
い
て
關
方
を
学
ん
で
い
る
。
幸
庵
は
諄
は
寛
容
、
号
を
暴
亭

い
い
、
文
化
三
年
吉
益
及
び
賀
川
両
氏
に
つ
き
医
を
修
め
た
が
、
更
に
江
戸
へ
出
て
杉
田
、
桂
川
及
び
大
槻
氏
ら
の
門
に
学
ん
だ
關
方
医
で

四
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文
化
十
二
年
の
冬
、
浩
斎
は
能
登
七
尾
の
横
川
仲
蔵
を
訪
ね
て
、
前
野
良
沢
の
『
管
蓋
秘
言
』
を
写
し
て
帰
り
、
こ
れ
を
愛
読
し
た
と
い

（
六
）
（
七
）

う
。
横
川
仲
蔵
は
天
明
八
年
（
一
七
七
九
）
小
石
元
俊
が
能
登
へ
往
診
し
た
と
き
に
元
俊
に
入
門
し
た
藺
方
医
で
あ
る
が
、
『
医
話
』
の
中
で

浩
斎
は
横
川
仲
蔵
が
文
化
五
年
金
沢
で
宇
田
川
玄
真
に
学
ん
だ
事
を
記
し
て
い
る
。

１
へ
療
ヲ
乞
う
人
少
ク
高
岡
ニ
テ
ハ
一
人
モ
術
ヲ
受
ダ
ル
者
ナ
シ
健
曽
テ
子
玄
子
産
論
及
翼
ナ
ド
ヲ
講
ズ
ル
ヲ
聴
且
蘭
説
ヲ
マ
ジ
ヘ
学

デ
十
六
才
ノ
春
京
一
一
ア
ソ
ピ
今
ノ
賀
川
玄
岱
子
二
謁
シ
幸
庵
先
生
ノ
命
ヲ
奉
ジ
ヱ
ギ
リ
ス
産
術
ノ
器
ヲ
木
ニ
テ
造
り
贈
り
且
イ
ハ
ュ

ル
回
生
術
ノ
秘
伝
ヲ
ゥ
ヶ
免
許
ノ
ー
巻
ヲ
領
受
シ
帰
ル
ト
雌
モ
未
ダ
曽
テ
一
人
モ
療
ゼ
シ
事
ナ
シ
友
人
粟
田
庸
斎
〈
奥
道
悦
翁
ノ
門
二

入
り
一
年
強
学
デ
帰
り
屡
と
術
ヲ
ホ
ド
コ
シ
テ
功
ヲ
奏
ス
玄
勇
子
亦
是
ヨ
リ
サ
キ
道
悦
翁
一
一
術
ヲ
受
ヶ
帰
ル
ト
錐
モ
其
回
生
術
ヲ
施
シ

タ
ル
事
ヲ
見
ズ
健
卜
一
般
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
健
其
術
ヲ
学
ピ
ヲ
キ
タ
ル
ュ
ヘ
庸
斎
ノ
難
産
二
遇
テ
回
生
ヲ
施
サ
ン
ト
欲
シ
病
家
狐
疑
シ
テ

決
ザ
ル
ト
キ
ハ
必
予
ヲ
迎
シ
メ
予
ヲ
シ
テ
其
術
ヲ
受
ン
事
ヲ
勧
メ
シ
メ
テ
而
後
二
施
セ
シ
事
数
度
ナ
リ
賀
川
氏
ノ
方
法
人
間
ニ
ヒ
ロ
マ
リ

テ
其
益
少
ナ
ヵ
ラ
ズ
其
門
人
片
倉
元
周
亦
発
蒙
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
テ
閾
ヲ
補
上
誤
ヲ
正
ス
故
一
一
翼
図
ノ
ア
ャ
マ
ル
ト
コ
ロ
ホ
守
賀
川
氏
ニ
モ

改
刻
セ
リ
近
ゴ
ロ
江
戸
ノ
立
野
龍
貞
ナ
ル
モ
ノ
南
総
ヨ
リ
出
テ
産
科
新
論
三
冊
ヲ
著
刻
シ
大
二
賀
川
氏
ヲ
駁
ス
其
中
鎮
帯
ノ
事
ヲ
戒

メ
ズ
是
偏
二
賀
川
氏
二
異
ナ
ラ
ン
事
ヲ
求
メ
テ
勉
テ
反
ス
ル
｜
一
似
タ
リ
健
力
妹
及
妻
両
人
ト
モ
｜
一
帯
ヲ
施
サ
ズ
シ
テ
安
産
ス
ル
事
凡
ソ
七

度
未
ダ
曽
テ
難
産
ヲ
見
ズ
以
テ
他
一
一
及
ポ
シ
ス
、
メ
テ
帯
セ
シ
メ
ザ
ル
ニ
皆
軽
シ
タ
ト
ヒ
帯
一
一
テ
難
産
一
一
至
ラ
ズ
ト
モ
緊
ク
ス
レ
や
〈

必
ズ
兎
唇
ノ
児
ヲ
生
ズ
因
テ
戒
メ
テ
緩
カ
ニ
セ
シ
メ
ズ
ン
、
ハ
ア
ル
蕊
へ
カ
ラ
ズ
龍
貞
一
見
識
ア
リ
ト
モ
錐
モ
ー
疵
ト
言
ベ
シ
」

「
白
牡
丹
〈
胎
ヲ
堕
ス
ル
婦
人
ノ
号
也
：
．
（
中
略
）
…
医
タ
ル
モ
ノ
慎
ベ
シ
賀
川
一
一
入
門
ス
ル
ト
キ
ハ
セ
ヶ
條
ノ
誓
言
ヲ
書
セ
シ
メ
血
判

ヲ
取
也
其
一
大
要
〈
堕
胎
ノ
薬
剤
不
可
用
ノ
事
也
」

「
産
母
新
乳
不
可
捨
ノ
事
〈
洛
医
彙
講
ニ
後
藤
左
一
郎
初
生
禁
浴
論
ノ
中
一
一
ア
リ
」

守一
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「
阿
藺
陀
流
ノ
医
学
翻
訳
ノ
事
始
リ
シ
ョ
リ
都
鄙
大
一
一
流
行
ス
加
州
ニ
テ
ハ
大
梁
院
殿
病
中
江
戸
ヨ
リ
宇
田
川
玄
真
請
二
応
シ
テ
来
ル
時

城
下
井
能
州
越
中
ヨ
リ
モ
往
テ
贄
ヲ
執
ル
モ
ノ
多
シ
此
時
ヲ
始
メ
ト
ス
七
尾
ノ
横
川
仲
蔵
モ
其
時
入
門
シ
テ
後
〈
宮
谷
謙
蔵
卜
云
堀
松

村
ノ
神
職
ヲ
江
戸
ヘ
ャ
リ
写
本
ヲ
サ
セ
テ
取
り
学
ブ
高
岡
一
一
テ
ハ
内
藤
元
鑑
（
今
金
城
ノ
同
姓
ヲ
シ
ギ
官
医
ト
ナ
リ
居
）
往
テ
入
門
ス
」

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
浩
斎
は
江
戸
へ
出
て
杉
田
玄
白
に
師
事
せ
ん
と
熱
望
し
、
師
の
高
峰
幸
庵
の
書
状
を
も
っ
て
三
月
二
十
四
日
高

岡
を
出
立
し
、
四
月
九
日
江
戸
に
着
き
、
父
と
親
交
の
あ
っ
た
石
門
心
学
の
脇
坂
義
堂
宅
へ
逗
留
し
た
。
し
か
し
杉
田
玄
白
の
病
が
篤
く
、
四

（
八
）
（
九
）

月
十
七
日
遂
に
没
し
た
の
で
、
浩
斎
は
五
月
二
十
八
日
大
槻
玄
沢
に
入
門
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
杉
田
立
卿
の
天
真
楼
塾
に
も
入
門
し
て
い
る

が
、
『
医
話
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
記
載
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
南
部
伯
民
〈
周
防
ノ
学
医
ナ
リ
健
丁
丑
ノ
夏
（
文
化
十
四
年
）
磐
水
先
生
ノ
塾
一
一
在
テ
蘭
腕
摘
芳
ノ
次
編
ヲ
借
写
ス
ル
中
二
伯
民
卜
問

答
ノ
害
雅
俗
混
ジ
テ
数
通
ア
リ
健
漸
ク
其
ナ
カ
ー
ヲ
抄
写
シ
帰
ル
甚
問
ヲ
好
ム
人
一
一
テ
最
謙
辞
敬
語
ノ
ミ
ナ
リ
キ
癸
未
ノ
年
（
文
政

六
年
）
始
テ
技
震
録
ト
難
病
治
験
方
ヲ
購
読
テ
愈
ソ
ノ
博
識
ニ
感
ズ
後
感
ジ
タ
ル
趣
キ
ヲ
害
テ
磐
水
先
生
二
送
り
シ
カ
や
〈
其
答
害
二
甲

申
ノ
歳
（
文
政
七
年
）
ヤ
ラ
ニ
死
セ
シ
由
ヲ
告
ラ
ル
水
戸
ノ
原
氏
ト
相
対
シ
テ
相
恋
ズ
ル
事
ナ
ヵ
ル
ベ
シ
」

「
乳
岩
乳
岩
ノ
ー
病
漢
土
ノ
医
書
ニ
テ
ハ
皆
不
治
ト
断
り
置
ケ
リ
独
囎
庵
ノ
漫
遊
雑
記
二
紅
毛
人
裁
断
ス
ル
ノ
法
ア
リ
ト
間
ケ
ト
モ
未

ダ
試
ミ
ズ
ト
書
ケ
リ
花
岡
随
軒
コ
レ
ヲ
見
テ
ョ
リ
憤
発
シ
テ
自
ラ
ー
料
簡
ヲ
以
テ
麻
薬
ヲ
与
へ
之
ヲ
切
テ
一
人
ヲ
療
ズ
其
婦
暫
時
月

日
ヲ
経
テ
死
ス
レ
ト
モ
ソ
レ
ニ
モ
懲
リ
ズ
又
一
婦
ヲ
療
ズ
幸
ニ
シ
テ
ニ
年
モ
存
命
セ
リ
是
ヨ
リ
其
名
都
鄙
ヲ
傾
ク
塾
生
モ
多
ク
ナ
リ

タ
リ
後
吾
師
江
戸
ノ
杉
田
立
卿
先
生
モ
蘭
説
二
従
テ
ー
婦
ヲ
療
ジ
療
乳
岩
記
ト
云
一
小
冊
ヲ
刻
シ
テ
生
徒
二
示
ス
予
モ
其
後
入
門
シ

テ
親
ク
其
術
ヲ
受
ク
花
岡
ノ
門
人
宮
川
順
達
モ
其
療
ゼ
シ
ト
キ
来
リ
見
テ
随
軒
翁
ノ
取
為
ト
異
ナ
ラ
ズ
ト
云
テ
賞
嘆
セ
シ
由
也
然
し
ト

モ
其
婦
モ
ー
二
年
ヲ
経
テ
死
ス
ト
其
後
亦
両
三
人
療
ゼ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
兎
角
再
発
ス
ル
ュ
ヘ
今
ハ
断
リ
テ
療
ゼ
ズ
ト
答
示
メ
サ
ル
友
人

土
肥
恭
蔵
モ
紀
州
和
歌
山
ノ
儒
官
岸
順
蔵
ノ
家
二
在
テ
屡
ミ
花
岡
ノ
塾
へ
往
来
シ
テ
其
施
術
ヲ
目
撃
ス
レ
ト
モ
皆
再
発
シ
テ
死
ス
モ
ノ
多

キ
様
子
ナ
リ
因
テ
思
フ
ニ
自
然
ト
腐
蝕
翻
花
シ
タ
ル
乳
岩
〈
五
年
乃
至
七
年
モ
煩
ヒ
ナ
ガ
ラ
存
命
ス
レ
雫
〈
畢
寛
術
ヲ
施
シ
テ
命
期
ヲ
促
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浩
斎
は
父
の
命
に
よ
り
同
年
文
化
十
四
年
の
八
月
十
一
日
に
江
戸
を
立
ち
、
八
月
二
十
九
日
高
岡
に
帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
玄
沢
と
桂

川
甫
賢
か
ら
蘭
文
の
書
と
そ
の
訳
と
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
古
河
の
河
口
祐
卿
と
親
交
を
結
び
、
ま
た
師
の
二
男
平
次
郎
（
盤
溪
）
を
年

下
の
師
と
し
て
教
を
乞
う
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
十
二
月
高
岡
の
小
児
科
医
金
子
梅
窓
の
二
女
と
結
婚
し
た
。

『
医
話
』
に
よ
れ
ば
浩
斎
は
文
政
二
年
に
大
病
を
患
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
按
腹
ノ
術
ニ
テ
諸
病
ヲ
治
ス
ト
云
説
ア
レ
ト
モ
信
ジ
ガ
タ
シ
孕
婦
ニ
ハ
最
モ
肝
要
ナ
リ
男
子
ノ
病
ニ
テ
ハ
油
積
留
飲
活
悶
動
気
ノ
症

ニ
ハ
必
功
ア
リ
邑
人
藤
浦
勾
当
甚
ダ
老
練
セ
リ
健
己
卯
ノ
年
（
文
政
二
年
）
大
病
ヲ
患
へ
屡
診
、
其
術
ヲ
ウ
ケ
テ
功
効
ヲ
覚
ヘ
リ
」

（
一
○
）
・

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
五
月
杉
田
玄
白
の
三
年
忌
の
た
め
江
戸
へ
出
た
浩
斎
は
、
五
月
十
八
日
晴
曠
楼
の
宴
に
出
席
し
て
い
る
。
そ
し
て

恐
ら
く
こ
の
と
き
浩
斎
は
師
の
玄
沢
に
杉
田
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
の
入
手
方
を
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
年
九
月
玄
沢
は
門
人
に
筆

（
一
一
）

写
せ
し
め
て
『
蘭
東
事
始
』
を
浩
斎
に
贈
っ
て
い
る
。

『
藺
東
事
始
』
を
入
手
し
た
浩
斎
は
、
早
速
『
九
幸
老
人
小
伝
』
を
執
筆
し
て
こ
の
書
に
挿
入
し
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
書
の
原
名
は
『
蘭
学

事
始
」
の
筈
で
あ
る
、
と
玄
沢
に
問
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
玄
沢
は
「
蘭
学
事
始
』
も
『
藺
東
事
始
』
も
両
方
と
も
自
分
が
命
名
し

（
一
一
一
）

た
も
の
で
あ
る
と
の
返
書
を
浩
斎
に
与
え
て
い
る
。

ス
道
理
ナ
レ
》
〈
自
然
一
一
任
セ
不
治
ニ
シ
テ
捨
ヲ
ク
方
ガ
ョ
シ
サ
ス
レ
。
〈
漢
土
ノ
医
〈
却
テ
卓
見
ト
称
ス
ベ
シ
ト
丁
亥
（
文
政
十
年
）
二
月

初
来
テ
予
二
語
ル
サ
レ
ト
モ
随
軒
翁
〈
外
療
ノ
施
術
〈
甚
ダ
上
手
一
一
テ
外
ノ
療
治
一
一
〈
嘆
ズ
ベ
キ
事
多
シ
ト
云
」

こ
の
乳
岩
に
つ
い
て
の
記
載
は
『
医
話
』
の
中
で
も
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
、
大
槻
玄
沢
が
愛
読
し
た
と
、
い
う
永
富
独
哺
庵
の

『
漫
遊
雑
記
』
の
こ
と
や
、
杉
田
、
大
槻
両
家
と
華
岡
青
洲
と
の
間
を
仲
介
し
た
宮
川
順
達
の
こ
と
な
ど
が
翠
ら
れ
て
誠
に
興
味
深
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

一L
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こ
の
よ
う
に
浩
斎
は
帰
国
後
も
し
ば
し
ば
玄
沢
と
書
簡
を
交
換
し
て
、
藺
方
薬
な
ど
の
疑
問
を
問
合
わ
せ
た
り
、
医
書
な
ど
の
入
手
を
依
頼

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
医
話
』
に
も
次
の
記
載
が
あ
る
。

「
奇
疾
便
覧
五
冊
摂
陽
下
津
寿
泉
選
寿
泉
一
号
春
抱
子
ト
称
ス
近
代
名
家
著
述
目
録
二
本
朝
名
医
類
案
ヲ
著
ス
ト
ァ
レ
ト
モ
其
害

板
本
ア
ル
ャ
否
ヤ
京
坂
及
ビ
江
戸
大
槻
先
生
二
乞
テ
捜
索
ス
ル
ニ
未
ダ
手
一
一
入
ラ
ズ
」

リ
ニ
サ
ラ

「
ル
ザ
ラ
シ
漢
名
詳
ナ
ラ
ズ
物
品
識
名
ニ
モ
ル
ザ
ラ
シ
ト
而
已
出
テ
居
蘭
腕
摘
芳
次
編
巻
一
ノ
末
ニ
ァ
リ
ト
錐
モ
未
刻
行
留
沙
刺

シ

志
ト
填
テ
ア
リ
物
類
品
購
巻
四
廿
三
ヲ
ニ
モ
ァ
リ
」

ク
チ

ク
チ

「
コ
ロ
ッ
プ
フ
ラ
ス
コ
ノ
ロ
サ
シ
ヲ
コ
ロ
ッ
プ
ト
云
ハ
ホ
ロ
ッ
プ
ノ
訓
一
一
テ
ホ
ロ
ッ
プ
ハ
フ
ラ
ス
「
一
ノ
ロ
ノ
事
ニ
テ
ク
チ
ザ
シ
〈
キ
ョ

ル
コ
ト
云
モ
ノ
也
物
類
品
隙
巻
四
廿
三
ヲ
’
一
詳
也
」

葬
儀
に
江
戸
へ
出
て
い
る
。

文
政
八
年
（
一
八
二
六
）
九
月
浩
斎
は
師
玄
沢
の
七
十
の
賀
と
そ
の
著
『
重
訂
解
体
新
書
』
の
上
梓
を
祝
う
宴
に
出
席
し
、
五
言
百
句
を
献

呈
し
て
喜
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
文
政
十
年
一
月
浩
斎
は
『
浩
斎
医
話
』
を
起
草
し
た
が
、
九
月
に
大
槻
玄
沢
が
没
し
た
の
で
そ
の

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
十
三
日
浩
斎
は
『
重
訂
解
体
新
書
』
附
録
に
触
発
さ
れ
て
『
蘭
学
解
噸
』
を
起
草
し
、
漢
方
医
の
蘭
学
批
判

に
答
え
よ
う
と
志
し
て
い
る
。
浩
斎
の
医
家
各
派
に
対
す
る
認
識
は
、
『
医
話
』
を
ゑ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

サ
フ
ラ
ン

ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ

「
古
方
家
及
ビ
後
世
家
皆
藺
説
ヲ
誹
り
笑
へ
ド
モ
泊
芙
藍
一
角
蜘
姑
石
ナ
ド
ヲ
兼
用
シ
功
ヲ
取
テ
泰
然
ト
シ
テ
居
ル
モ
儒
ノ
臨

終
二
仏
名
ヲ
称
フ
ル
ガ
如
シ
言
行
ノ
斉
シ
カ
ラ
ヌ
ハ
古
今
ノ
通
弊
ナ
リ
」

「
陰
陽
ノ
ニ
ッ
ハ
天
地
人
物
ノ
間
ナ
ク
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
し
ド
モ
陰
陽
一
一
五
行
ヲ
ツ
ヶ
テ
云
１
へ
’
一
古
方
家
蘭
学
家
〈

笑
う
也
五
行
配
当
ノ
説
ヲ
駁
セ
ン
タ
メ
ニ
陰
陽
マ
デ
ヲ
穀
破
ス
ル
ハ
誤
ナ
リ
猶
程
朱
ヲ
誰
テ
思
孟
二
及
ポ
ス
ガ
如
シ
洛
医
彙
講
巻
二

上
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天
保
十
一
年
十
二
月
八
日
浩
斎
ら
は
、
文
政
四
年
以
来
中
絶
し
て
い
た
高
岡
の
医
師
の
集
ま
り
の
「
神
農
講
」
を
再
興
し
た
。
浩
斎
の
医
療

観
と
し
て
は
「
医
話
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
人
ヲ
医
ス
ル
事
病
ヲ
医
ス
ョ
リ
難
シ
橘
南
溪
ノ
北
窓
墳
談
ニ
ノ
ス
ル
盗
人
二
肺
ヲ
乾
カ
ス
薬
ヲ
与
へ
シ
事
中
沢
道
二
翁
道
話
ノ
ー
編

ノ
下
一
一
ア
ル
嫁
ガ
姑
ヲ
殺
サ
ン
ト
シ
テ
毒
薬
ヲ
医
者
ニ
タ
ノ
ミ
シ
話
ナ
ド
皆
人
ヲ
医
ス
ル
ノ
手
段
ナ
リ
」

「
梵
医
ノ
方
専
門
ノ
書
く
天
竺
ヨ
リ
漢
土
へ
来
ラ
ヌ
由
曽
テ
東
林
上
人
二
聴
二
仏
律
一
一
テ
ハ
菩
薩
以
上
ノ
人
ニ
ァ
ラ
ザ
レ
バ
医
方
ヲ
ユ
ル

サ
ズ
ト
ナ
リ
今
村
落
ノ
僧
徒
医
ヲ
業
ト
シ
テ
衣
食
ヲ
助
ル
人
少
カ
ラ
ズ
皆
破
戒
ニ
似
タ
レ
ト
モ
辺
僻
ノ
地
ニ
テ
ハ
随
分
有
テ
益
ア
リ

専
門
ノ
医
者
極
僻
地
二
居
テ
ハ
糊
口
二
乏
シ
キ
ュ
ヘ
僧
ニ
シ
テ
之
ヲ
兼
ヌ
レ
バ
ョ
キ
事
ナ
リ
」

「
南
蛮
流
ノ
外
科
ト
称
ス
ル
モ
ノ
昔
流
行
セ
ル
由
ナ
リ
阿
藺
陀
流
ト
並
へ
行
ハ
ル
、
ト
雌
モ
今
〈
混
ゼ
リ
按
ス
ル
’
一
キ
リ
シ
タ
ン
耶
蘇

宗
門
ノ
邪
僧
口
授
セ
シ
方
法
ト
見
へ
タ
リ
」

「
本
草
ノ
学
モ
医
家
ノ
専
務
ナ
レ
ド
モ
今
ハ
本
草
家
ト
云
へ
（
別
ノ
ョ
ウ
ニ
ナ
レ
リ
尤
モ
稲
若
水
松
岡
玄
達
近
来
ニ
テ
ハ
小
野
蘭
山

等
ミ
ナ
一
家
ヲ
ナ
セ
ル
儒
家
ナ
レ
ト
モ
本
草
学
ニ
ク
ワ
シ
キ
ヲ
以
テ
医
者
ノ
ョ
ウ
ニ
聞
ヘ
リ
此
学
モ
蘭
山
ニ
テ
大
成
セ
リ
」

天
保
五
年
浩
斎
は
同
門
の
先
輩
小
石
元
瑞
に
師
事
し
、
翌
年
春
に
は
元
瑞
か
ら
『
究
理
堂
試
論
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
更
に
天
保
八
年
十
月

十
七
日
元
瑞
の
来
訪
を
得
て
『
蘭
学
解
瑚
』
の
添
削
を
う
け
て
い
る
。
こ
の
『
藺
学
解
噸
』
は
さ
ら
に
天
保
十
年
に
岡
田
英
之
と
津
島
俊
の
序

と
五
十
嵐
篤
好
の
賊
を
得
て
着
々
と
刊
行
の
準
備
を
整
え
た
が
、
恐
ら
く
元
瑞
の
勧
告
に
よ
り
遂
に
そ
の
出
版
を
断
念
し
た
よ
う
で
あ
る
。

武
川
幸
順
ノ
説
ヲ
見
ル
ベ
シ
」

「
儒
医
ノ
称
〈
漢
土
ニ
モ
多
シ
続
医
説
ニ
モ
ア
リ
日
本
ノ
儒
医
ノ
辨
仁
斎
翁
ノ
文
日
本
文
抄
ニ
モ
出
タ
リ
本
集
ニ
モ
ァ
リ
又
儒

「
儒
医
ノ
称
〈
漢
土
｝
乏

医
論
春
台
文
集
ニ
ァ
リ
」

八
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「
受
合
療
治
ト
云
事
〈
医
ノ
ス
ベ
キ
事
ニ
ア
ラ
ズ
イ
ワ
ュ
ル
野
士
ノ
業
ナ
リ
タ
ト
ヒ
金
銀
ヲ
取
ラ
ズ
ト
モ
ロ
頭
ニ
テ
是
〈
急
度
治
ス
ナ

ド
受
合
う
事
モ
誠
二
鄙
劣
ナ
ル
言
ナ
リ
カ
ル
キ
感
冒
モ
変
ズ
レ
ハ
重
キ
疫
ト
ナ
リ
ャ
ミ
目
モ
転
ジ
テ
風
眼
ト
ナ
ル
事
ア
リ
」

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
二
十
一
日
高
岡
に
大
火
が
あ
り
、
不
幸
に
も
浩
斎
の
三
層
の
「
情
風
明
月
楼
」
も
焼
失
し
、
数
多
く
の
蔵
書

を
失
っ
て
い
る
。
こ
の
情
風
明
月
楼
は
文
政
四
年
の
高
岡
の
大
火
の
あ
と
に
新
築
さ
れ
、
そ
の
時
の
祝
賀
の
詩
韻
が
高
峰
家
旧
蔵
の
『
萬
宝

録
」
（
金
沢
市
山
森
青
硯
氏
蔵
）
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
新
構
楼
題
此
詩
号
日
清
風
明
月
之
楼
張
浩
斎

数
竿
脩
竹
一
株
梅
此
裡
営
楼
隔
世
挨

白
水
青
山
雛
乏
景
清
風
明
月
入
欄
来

次
駒
浩
斎
子
清
風
明
月
之
楼
詩
仏

虚
心
如
竹
痩
如
梅
胸
裏
何
曽
着
黙
挨

独
臥
高
楼
風
月
夜
吟
詩
声
下
半
天
来

同
上
清
斎

有
竹
楼
頭
又
有
梅
幽
香
翠
色
遠
塵
挨

定
知
吟
社
江
山
客
歳
月
乗
風
日
夜
来
」

浩
斎
は
こ
の
清
風
明
月
楼
で
日
夜
読
書
に
ふ
け
り
、
ま
た
諸
書
を
考
証
し
た
。
『
医
話
』
に
引
用
さ
れ
た
書
目
は
八
十
数
種
以
上
に
の
ぼ
り
、

一
方
『
蘭
学
解
瑚
』
に
引
用
の
二
十
一
種
の
書
目
と
は
、
そ
の
重
複
は
僅
か
数
種
の
み
で
あ
る
。
坪
井
信
良
が
兄
の
佐
渡
三
良
に
宛
て
た
書
簡

（
一
二
一
）

に
も
「
長
崎
老
人
杯
之
急
度
可
珍
玩
害
卜
相
考
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
浩
斎
の
蒐
言
癖
は
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
医
話
』
に
は
次

に
も
「
長
崎
老
人
杯
之
１

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
月
湖
ト
云
人
ノ
著
ス
産
科
秘
録
ト
標
題
セ
ル
本
二
冊
丙
戌
ノ
冬
（
文
政
九
年
）
藤
浦
彦
伶
ヨ
リ
借
覧
ス
丁
亥
（
文
政
十
年
）
ノ
三
月
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元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
十
四
日
浩
斎
は
六
十
六
歳
を
も
っ
て
高
岡
で
没
し
た
。
彼
は
生
涯
多
く
の
師
友
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
友
情

は
深
く
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
。
『
医
話
』
に
も
次
の
記
載
が
あ
る
。

「
能
州
七
尾
ヨ
リ
ニ
里
許
町
村
ノ
標
左
エ
門
ト
云
農
家
ア
リ
テ
關
山
ノ
門
人
ニ
テ
甚
ダ
精
シ
ク
数
百
種
ヲ
栽
培
シ
テ
自
ラ
娯
ト
間
ク
亡

友
津
島
玄
勇
モ
至
テ
嗜
ミ
京
師
一
一
遊
テ
山
本
永
吉
ノ
門
人
ト
ナ
リ
大
一
一
研
究
シ
帰
り
時
一
一
山
行
シ
テ
採
薬
ス
ヲ
シ
バ
ハ
年
ヲ
経
テ
腐

ル
ト
テ
城
端
美
濃
帯
ヲ
冊
ト
シ
葉
一
一
墨
ヲ
ヌ
リ
テ
其
冊
子
二
攝
シ
数
百
種
ヲ
蔵
セ
リ
人
ト
ナ
リ
温
柔
和
易
ヨ
ク
人
ト
交
リ
害
ヲ
読
事

ヲ
好
ミ
酒
ヲ
愛
ス
惜
カ
ナ
文
政
辛
巳
（
文
政
四
年
）
ノ
火
災
後
疫
一
一
染
テ
九
月
十
八
日
其
岳
父
津
嶋
屋
小
右
エ
門
ノ
家
一
一
テ
卒
セ
リ
其

時
妻
孕
居
し
り
後
男
子
ヲ
産
ス
健
コ
レ
ヲ
其
兄
竹
山
ノ
家
ニ
テ
見
ル
ゴ
ト
ニ
暗
二
昔
遊
ヲ
思
テ
ャ
マ
ズ
卒
ス
ル
ニ
年
綴
一
一
二
十
九
歳
ナ

リ
竹
山
玄
勇
兄
弟
ノ
祖
父
ノ
弟
常
之
進
ト
云
人
〈
松
岡
玄
達
ノ
門
人
ト
ナ
リ
本
草
学
一
一
長
ゼ
リ
大
坂
一
一
テ
木
村
吉
右
エ
門
蟇
葭
堂
ノ
師
ト

ナ
ル
後
大
坂
ニ
テ
卒
ス
墓
モ
大
坂
ニ
ァ
リ
書
画
一
覧
ノ
松
岡
門
人
ノ
条
下
二
其
姓
名
ア
リ
没
後
モ
兼
葭
堂
ヨ
リ
津
島
へ
来
ル
書
翰

数
通
及
藺
竹
ノ
対
幅
ヲ
蔵
セ
リ
」

浩
斎
の
学
問
へ
の
志
は
高
く
、
そ

を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
『
医

「
療
術
学
識
両
全
ノ
医
甚
ダ
少
シ

陽
ノ
如
キ
ハ
両
全
ナ
ル
ニ
似
タ
リ

廿
九
日
夕
本
朝
医
談
ヲ
再
読
ス
ル
ニ
十
九
頁
｝
一
載
ル
済
陰
方
ノ
事
也
」

「
癩
病
ノ
療
方
ヲ
書
ダ
ル
南
山
一
家
言
卜
云
一
冊
子
ヲ
柴
田
芸
庵
ノ
義
父
玄
徳
桑
原
某
ヨ
リ
三
十
金
ヲ
出
シ
テ
伝
授
ヲ
受
秘
蔵
ス
門
人

岩
松
良
碩
倫
写
シ
テ
蔵
ス
後
高
峰
玄
台
子
二
貸
シ
写
サ
シ
ム
」

九

そ
の
情
熱
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
の
理
想
は
学
術
両
全
の
医
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
多
紀
安
長
ら

『
医
話
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

シ
シ
香
川
太
沖
ノ
如
キ
先
哲
叢
談
二
云
ヘ
ル
事
ア
リ
多
紀
安
長
翁
モ
相
似
ダ
ル
由
也
近
来
水
戸
ノ
原
南

必
リ
花
岡
随
軒
ノ
如
キ
ハ
術
ノ
ミ
ニ
テ
学
ナ
シ
或
人
問
テ
曰
医
学
ア
リ
テ
術
ナ
キ
ト
術
ア
リ
テ
学
ナ
キ
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長
崎
浩
斎
は
大
槻
玄
沢
ら
に
蘭
学
を
学
び
、
加
越
能
三
州
に
關
方
外
科
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
著
『
浩
斎
医
話
』
は
医
史
学
的
に
も

興
味
深
い
内
容
と
思
わ
れ
た
の
で
御
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。

ト
執
力
優
レ
ル
健
答
云
学
医
タ
ト
ヒ
術
二
拙
キ
モ
著
述
ア
リ
テ
後
世
二
伝
へ
（
其
益
永
ク
窮
リ
ナ
シ
術
ア
リ
テ
モ
学
ア
ッ
テ
伝
へ
ザ
レ

等
ハ
ソ
ノ
人
一
世
ノ
功
益
ノ
ミ
ニ
テ
従
上
倣
う
人
モ
精
ク
得
ガ
タ
シ
然
し
、
〈
自
ラ
長
短
分
明
ナ
リ
只
少
シ
ク
学
ア
リ
テ
療
術
二
拙
カ
ラ

ン
ョ
リ
ハ
療
術
二
長
ジ
テ
学
ナ
キ
ハ
猶
現
益
ア
リ
今
ノ
世
只
両
短
ノ
人
多
ク
両
長
ノ
人
少
シ
嘆
息
ス
ベ
シ
健
ガ
如
キ
ハ
幼
ヨ
リ
両

長
ヲ
兼
ソ
ト
欲
ス
自
ラ
分
ヲ
シ
ラ
ズ
ト
云
ベ
シ
児
童
輩
ド
チ
ラ
ヵ
ニ
テ
モ
一
長
二
志
サ
録
ハ
可
ナ
ル
ベ
シ
」

「
医
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
博
覧
ノ
誉
ア
ル
モ
多
〈
雑
書
ヲ
渉
猟
ス
ル
人
ナ
リ
医
書
ノ
ミ
ヲ
博
覧
シ
尽
シ
テ
加
之
他
言
ニ
モ
渉
ル
人
〈
法
眼

多
紀
安
長
丹
波
元
簡
先
生
一
人
空
前
絶
後
ト
謂
う
ゞ
へ
シ
」

そ
し
て
浩
斎
は
「
医
話
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
利
ト
名
ト
ハ
人
生
逃
レ
ガ
タ
キ
ニ
大
厄
ナ
レ
ド
モ
利
〈
最
モ
忌
ム
ベ
シ
名
〈
貧
ラ
ズ
シ
テ
愛
ス
ゞ
、
ヘ
シ
利
二
走
テ
名
ヲ
カ
マ
ワ
ヌ
ョ
リ

名
ヲ
求
テ
利
ヲ
忘
ル
レ
、
〈
仁
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
侠
二
近
シ
医
家
常
ニ
コ
レ
ヲ
慎
ミ
思
う
ベ
シ
」

「
三
都
ノ
人
〈
兎
角
イ
ナ
カ
者
ヲ
侮
り
笑
へ
ド
モ
豪
傑
ノ
士
〈
田
舎
ヨ
リ
出
ル
事
古
今
多
シ
然
し
ド
モ
其
地
二
生
レ
テ
其
地
二
居
ナ
ガ
ラ

名
ヲ
発
ス
ル
人
〈
少
シ
大
抵
一
度
〈
三
都
ノ
中
デ
修
行
シ
テ
帰
テ
名
ヲ
成
ス
モ
ノ
ナ
リ
医
者
ニ
テ
モ
芸
州
恵
美
三
白
周
防
南
部
伯
民

長
門
独
哺
庵
常
陸
原
南
陽
紀
州
花
岡
随
軒
名
古
屋
玄
医
門
人
芳
村
恂
益
等
数
多
ア
リ
」

長
崎
浩
斎
の
気
宇
ま
こ
と
に
宏
大
で
あ
る
。
浩
斎
は
法
名
を
釈
香
潔
と
い
い
、
高
岡
市
の
瑞
竜
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

（
一
四
）

筆
者
は
先
年
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
大
会
に
て
杉
田
玄
白
に
華
岡
青
洲
の
乳
癌
手
術
の
詳
細
を
伝
え
た
宮
川
順
達
に
つ
い
て
御
報
告
申
上
げ
、
『
医
諄
』
誌

む
す
ぴ

ノ
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終
り
に
種
を
御
高
配
を
賜
わ
っ
た
長
崎
圭
爾
氏
、
佐
渡
養
硯
氏
、
山
森
青
碩
氏
、
種
々
御
教
示
を
頂
い
た
片
桐
一
男
氏
、
川
島
恂
二
氏
、
林
敦
子
氏
に
対
し
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
に
発
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
引
用
し
た
『
浩
斎
医
話
』
に
つ
い
て
は
発
表
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
本
論
文
を
故
中
野
操

文
献（

ご
『
近
代
著
述
目
録
後
篇
』
（
近
世
著
述
目
録
集
成
）
勉
誠
社
、
昭
和
五
十
三
年

（
ご
高
岡
市
役
所
『
高
岡
市
史
』
中
巻
、
昭
和
三
十
八
年

（
弓
高
岡
市
役
所
『
高
岡
史
料
』
下
巻
、
明
治
四
十
二
年

ａ
）
津
田
進
三
「
長
崎
浩
斎
著
『
蘭
学
解
潮
」
と
小
石
元
瑞
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
一
号
、
昭
和
六
十
二
年

（
壱
橋
爪
恵
『
巨
人
高
峰
博
士
』
三
共
、
昭
和
六
年

（
ご
木
々
康
子
『
蒼
龍
の
系
譜
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
一
年

（
ｓ
津
田
進
三
「
小
石
元
俊
を
め
ぐ
っ
て
」
『
医
謹
』
復
刊
五
四
号
、
昭
和
六
十
年

（
Ｏ
板
沢
武
雄
『
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
一
年

見
）
片
桐
一
男
「
河
口
家
と
杉
田
玄
白
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
六
五
号
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
ｅ
川
島
恂
二
「
河
口
家
と
阿
蘭
陀
流
外
科
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
二
一
号
、
昭
和
四
十
三
年

（
二
）
津
田
進
三
「
長
崎
浩
斎
と
新
発
見
の
『
蘭
東
事
始
』
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻
二
号
、
昭
和
六
十
二
年

（
三
）
緒
方
富
雄
「
「
蘭
東
事
始
』
と
『
蘭
学
事
始
』
の
命
名
者
大
槻
玄
沢
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
三
○
号
、
昭
和
五
十
一
年

（
三
）
東
京
大
学
明
治
維
新
史
料
研
究
会
『
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
三
年

（
西
）
津
田
進
三
「
華
岡
青
洲
門
人
宮
川
順
達
に
つ
い
て
」
『
医
諏
』
復
刊
五
三
号
、
昭
和
五
十
七
年

（
静
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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Onthe&lKosaiIwa''writtenbyKosaiNagasaki

byShinzoTSUDA

G<Kosailwa''isancompilationofthehistoricalreseal､chcarriedoutbyKosaiNagasaki,ii､olnl822
tol836.

KosaiNagasaki(1799-1864)wasafamoussurgeoninTakaokaCityinToyamaPreibcture.Hestu-

diedDutchmedicineunderGentakuOtsukiinEdoinl817.Fromthattime,heusedtoaskhisteac-

hermanyquestionsaboutmedicinc.

Ontheotherhand,KosaistudiedtheChineseclassicseagerlyandbadaveryextensivelibrary.

Therefbre,:CKosailwa'',whichincludesmanyshortcommentsonmedicinebyKosai,isaninteresting

bookinthemedicalhistoricalstudyoftheEdoperiod.

（
ぬ
、
）

詞
、
唖


